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１.１. 2024-2027タームでの調査研究内容（ToR概要）

3.3.1 デジタルテクノロジー（DT)を活用した資産管理業務の改善
・DTにより資産管理の実施方法をどのように改善できるかの調査

3.3.1a - BIM とアセットマネジメント

3.3.1b - 革新的なデータ収集と分析

(プローブデータやセンサーによる収集方法、ビッグデータや人工知能AIの活用事例等）

3.3.2 リスクを軽減し道路網の強靭性を向上させるための対策
・道路資産の管理におけるリスク、分析指標、ツールなどの（知識）体系と、その継続的な
構築に関する調査。これにより気候変動やその他のストレス要因に対する道路網の回復

力を高めることを目指す

3.3.3．老朽化したインフラ資産の更新と再生（rejuvenation）
・老朽化インフラの更新と活性化に資する成功したアプローチや事例の調査

3.3.4. アセットマネジメントマニュアルの更新など
・広報や育成の強化を目的としたアセットマネジメントマニュアルの改訂
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１. 2. 最近の活動内容

分科会1a BIM とアセットマネジメント （中村委員 参加）
・１ケ月半に１回のペースで WEB会議 （日本時間:19:30～1時間程度）

・道路のアセットマネジメント等でのBIMの活用に関する事例収集

分科会1b   革新的なデータ収集と分析 （高野委員 参加）
・１ケ月半に１回のペースで WEB会議 （日本時間:20:00～1時間程度）

・報告書 第一次ドラフトの業務分担とスケジュール管理

・用語定義の記述と各分野（舗装、橋梁、道路付属物など）の情報収集に関する

事例収集

・技術動向に関する調査

・LMIC(Low Middle Income Country: 低・中所得国)に適した調査事例収集
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１. 2. 最近の活動内容

分科会３．老朽化したインフラ資産の更新と再生（rejuvenation）

（加藤委員 参加）
・約２か月に１回の頻度にてWEB会議 （日本時間:21:00～2時間程度）

・各国の老朽化インフラ資産の更新・長寿命化に関する事例収集
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２．日本としてのミッション、目指す成果 (１)

3.3.1 デジタルテクノロジーを活用して資産管理業務の改善

分科会 3.3.1a - BIM とアセットマネジメント （中村委員）
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・道路のアセットマネジメント等において、
BIM（Building Information Modeling）を活
用する取り組みが進められつつある。

・BIMの活用に関する動向や事例について、
報告書としてまとめられる予定である。

⇒日本でのBIMの活用に関する取り組みを
紹介するとともに、国外でのBIMの活用に
関する動向や事例を収集する。



２．日本としてのミッション、目指す成果 (２)

3.3.1 デジタルテクノロジーを活用して資産管理業務の改善

分科会 3.3.1b - 革新的なデータ収集と分析 （高野委員）
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・世界では資産管理の分野において様々な
デジタルテクノロジー（自動データ収集方法、
ビッグデータ、人工知能AI、データの可視
化等）を駆使した技術が導入されている。

・舗装、橋梁、道路付属物を中心に上記の
ようなデジタルテクノロジーに関する最新の
技術動向の調査や事例収集を行い成果物
を作り上げる。

⇒それら最新の技術動向や事例を収集し、
国内に情報発信する。
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２．日本としてのミッション、目指す成果 (3)加藤委員作成

• 道路ネットワークのリスク回避戦略事例や既存インフラ資産の
更新や機能回復のためのマネジメント手法などの最新動向を
調査し、道路ネットワークの高度利用と既存構造物の長寿命
化に活用する。

⇒・道路構造物の更新・長寿命化事例について、継続して情報を収集

・上記事例の意思決定プロセス・技術等日本の維持管理で活用できる
ものを収集
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３．活動予定 （2024年）

① TC 3.3 Meeting @ Birmingham, U.K. (14-17 October 2024)
 情報収集、報告書の各パートの進捗確認

 Highways UK Conference (16-17 October 2024)
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2020年度PIARC技術委員会意見交換会

Highways UK Conference (POST-EVENT 報告書より)

３．活動予定 （2024年）
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３．活動予定 （2024年～）

②日本での活動（１）
雑誌「道路」への寄稿 PIARC TC３．３の活動報告（2025年1月掲載予定）
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３．活動予定 （2024年～）

②日本での活動（２）
【右側】雑誌「道路」への寄稿 と【左側】「PIARC 日本国内委員会からのお知らせ」
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３．活動予定 （2024年～）

③ 会議の予定（４年間のスケジュール）
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2026 Winter Service and Resilience Congress to be held in Chambery 


